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と
こ
ろ
か
ら
始
め
、
一
つ
一

つ
の
部
品
も
Ｎ
Ｃ
工
作
機
械

な
ど
を
使
っ
て
自
作
し
て
い

る
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
志
望
の
関

内
さ
ん
は
「
失
敗
も
多
い

が
、
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー

を
繰
り
返
す
こ
と
で
今
ま
で

で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
自
身

の
成
長
を
実
感
し
て
い
る
。

　
亀
谷
教
授
は
、「
バ
ー
チ

ャ
ル
で
は
な
い
リ
ア
ル
な
も

の
づ
く
り
を
経
験
す
る
こ
と

で
、
真
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
魂
が

養
わ
れ
る
。
意
欲
あ
る
学
生

の
挑
戦
を
サ
ポ
ー
ト
し
た

い
」
と
話
す
。

　
製
作
中
の
機
関
車
は
実
物

の
約
10
分
の
１
サ
イ
ズ
。
２

０
２
３
年
完
成
予
定
で
、
石

鳳
祭
で
の
展
示
を
目
標
に
し

て
い
る
。

　
理
工
学
部
機
械
工
学
科
２

年
次
生
の
関
内
虎
佑
さ
ん

（
宮
城
県
東
北
学
院
高
）

が
、
亀
谷
裕
敬
教
授
の
指
導

の
も
と
、
機
関
車
（
乗
用
鉄

道
模
型
）
製
作
に
挑
戦
し
て

い
る
。

　
元
々
も
の
づ
く
り
が
好
き

で
、「
在
学
中
に
何
か
に
挑

戦
し
た
い
」
と
考
え
て
い
た

関
内
さ
ん
は
、
亀
谷
教
授
か

ら
機
関
車
製
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
話
を
聞
い
て
興
味
を
持

ち
、
今
年
度
か
ら
取
り
組
み

始
め
た
。
機
関
車
製
作
に
は

機
械
工
学
の
知
識
が
広
く
求

め
ら
れ
、
実
践
を
通
じ
て
機

械
力
学
、
材
料
力
学
、
熱
力

学
、
設
計
、
計
測
、
制
御
な

ど
の
応
用
力
が
身
に
つ
く
。

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
な
い
た

め
、
自
ら
設
計
図
を
考
え
る

　卒業を控えた４年次生に、本学での日々
や就職活動、今後の目標などを聞いた。４年次生に聞く

　
日
本
語
学
校
の
先
輩
か
ら
「
施
設
や
環

境
が
素
晴
ら
し
く
、
先
生
方
は
優
し
い
」

と
勧
め
ら
れ
て
、本
学
に
入
学
し
ま
し
た
。

　
在
学
中
は
日
本
語
の
学
修
に
意
欲
的
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
日
本
語
の
力
が
足
り

な
い
と
、
授
業
や
課
題
を
十
分
に
こ
な
す

こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
す
。
当
初
は
先

生
の
話
が
聞
き
取
れ
ず
に
苦
労
し
ま
し
た

が
、
経
営
学
科
に
は
留
学
生
と
日
本
人
学

生
が
協
力
し
て
取
り
組
む
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
が
多
く
、
そ
の
お
か
げ
で
徐
々
に
日
本

語
に
も
慣
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
先
生
方
の

応
援
や
ア
ド
バ
イ
ス
に
も
大
い
に
助
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
１
年
次
生
の
と
き
に
受
け
た
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
の
授
業
が
楽
し
く
、
李
東
勲
ゼ
ミ

に
入
り
ま
し
た
。
卒
業
研
究
で
は
「
地
元

の
特
産
品
の
知
名
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
新
製
品
開
発
」
を
テ
ー
マ
に
、
ベ
ト
ナ

ム
風
海
苔
煎
餅
の
開
発
に
つ
い
て
考
察

し
、
商
品
の
レ
シ
ピ
も
考
え
ま
し
た
。

　
就
職
活
動
に
当
た
っ
て
は
「
ベ
ト
ナ

ム
」
と
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
に
関
連
し

た
企
業
を
軸
に
据
え
ま
し
た
。
大
学
で
学

ん
だ
こ
と
を
生
か
し
な
が
ら
経
験
を
積

み
、
将
来
は
ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
と
の
間
で

貿
易
を
行
う
会
社
を
起
業
す
る
こ
と
が
目

標
で
す
。

（
ベ
ト
ナ
ム
出
身
、
内
定
先

㈱
フ
レ
ッ

シ
ュ
お
の
）

グエン・アン・ダットさん

経営学部経営学科

日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
を
結
ぶ
懸
け
橋
に

　
１
年
次
生
の
と
き
に
、
震
災
復
興
を
目

的
に
し
た
大
規
模
な
自
転
車
イ
ベ
ン
ト

「
ツ
ー
ル
・
ド
・
東
北
」
が
本
学
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
て
感
動

し
た
私
は
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
を
購
入
し
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
愛
好
会
を
設
立
。
理
工
学
部

の
坂
田
隆
教
授
（
当
時
）
に
部
長
を
お
願

い
し
て
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
自
治
体
の
自
転
車
イ
ベ
ン
ト
に
協
力
す

る
な
ど
精
力
的
に
活
動
し
た
結
果
、
設
立

初
年
度
に
し
て
学
内
表
彰
で
敢
闘
団
体
賞

を
受
賞
。
今
ま
で
な
か
っ
た
も
の
を
一
か

ら
立
ち
上
げ
、
運
営
す
る
と
い
う
経
験
を

通
じ
て
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
人
間
文
化
学
科
の
魅
力
は
、
人
文
科
学

か
ら
自
然
科
学
ま
で
幅
広
く
学
べ
る
点
で

す
。
私
は
、
そ
の
な
か
で
も
科
学
的
な
思

考
法
を
身
に
つ
け
た
い
と
考
え
、
山
内
武

巳
ゼ
ミ
に
入
り
、「
雑
然
と
し
た
環
境
が

知
的
生
産
性
に
与
え
る
影
響
」
を
テ
ー
マ

に
卒
業
研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
就
職
活
動
は
３
年
次
生
の
６
月
か
ら
始

め
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
多
く
の
業

界
を
知
り
ま
し
た
。
本
選
考
で
は
サ
ー
ク

ル
活
動
を
原
体
験
と
し
た
地
方
創
生
の
軸

に
当
て
は
ま
る
企
業
を
受
け
ま
し
た
。
６

社
か
ら
内
定
を
頂
き
、
地
方
創
生
に
熱
心

で
新
し
い
こ
と
に
積
極
的
に
取
り
組
む
企

業
へ
の
入
社
を
決
め
ま
し
た
。

（
茨
城
県
第
一
学
院
高
、
内
定
先

東
日

本
電
信
電
話
㈱<

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本>

）

サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
多
く
を
学
ぶ

渡部 晃士さん

人間学部人間文化学科

場所：石巻専修大学体育館

日時：３月20日（日）

■ ご父母・保護者の参加は学生１人につき１人のみ。今後の新型コ
　 ロナウイルス感染症の状況によって変更の可能性があります。
■ 同窓会・育友会共催の「卒業を祝う会」は中止となります。

注
意
事
項

令和３年度
学位記授与式のご案内

理工学部／人間学部
理工学研究科

10：30 開式予定午前の部
経営学部
経営学研究科

13：30 開式予定午後の部

　
人
間
学
部
の
学
生
10
人
と

田
中
秀
典
、
横
江
信
一
両
特

任
教
授
が
12
月
23
日
、
石
巻

市
立
中
津
山
第
二
小
学
校
で

行
わ
れ
た
「
も
の
づ
く
り
教

室
」（
主
催

石
巻
市
桃
生

地
区
小
学
校
校
長
会
・
Ｓ
Ｓ

Ｔ
Ａ
宮
城
支
部
）
で
講
師
を

務
め
た
。

　
同
教
室
は
、
来
年
度
同
じ

中
学
校
に
入
学
す
る
桃
生
地

区
の
三
つ
の
小
学
校
に
通
う

６
年
生
の
交
流
を
目
的
に
実

施
。
参
加
し
た
52
人
の
児
童

は
班
ご
と
に
モ
ー
タ
ー
カ
ー

の
組
み
立
て
に
挑
戦
し
た
。

　
難
度
の
高
い
作
業
に
手
こ

ず
る
場
面
も
あ
っ
た
が
、
小

学
校
教
員
を
目
指
す
本
学
学

生
が
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
し
、

児
童
た
ち
の
も
の
づ
く
り
と

友
達
づ
く
り
に
一
役
買
っ

た
。

　
４
月
か
ら
教
職
に
就
く
大

坂
朋
也
さ
ん
（
４
年
次
・
宮

城
県
古
川
学
園
高
）
は
、

「
子
ど
も
た
ち
の
一
生
懸
命

な
姿
や
完
成
し
た
と
き
の
笑

顔
が
印
象
的
だ
っ
た
。
講
師

を
務
め
た
こ
と
で
、
事
前
準

備
の
大
切
さ
な
ど
教
員
と
し

て
の
心
構
え
も
再
確
認
で
き

た
」
と
話
し
た
。

る
石
巻
専
修
大
学
オ
ン
ラ
イ

ン
企
業
説
明
会
を
開
催
す

る
。

【
開
催
日
】３
月
９
日
（
水
）

▽
10
日
（
木
）▽
14
日
（
月
）

▽
16
日
（
水
）
▽
17
日
（
木
）

【
開
催
方
法
】
オ
ン
ラ
イ
ン

（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
な
ど
）

【
参
加
対
象
】
２
０
２
３
年

３
月
卒
業
・
修
了
予
定
の
石

巻
専
修
大
学
、
専
修
大
学
の

学
生

※
申
し
込
み
方
法
、
参
加
企

業
・
団
体
の
情
報
な
ど
は
ｉ

ｎ

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｕ
ｓ
に
掲
載
。

旴
事
務
課
進
路
支
援
係

☎
０
２
２
５
・
22
・
５
０
１
９

関
内
さ
ん
（
理
工
２
）

機
関
車
製
作
に
奮
闘
中

亀谷教授の指導を受けながら

部品を製作する関内さん（左）

３
年
次
生
対
象

オ
ン
ラ
イ
ン

企
業
説
明
会

３
月
に
開
催

　
東
北
を
中
心
と
す
る
１
９

８
の
企
業
・
団
体
が
参
加
す

モーターの原理や構造を説明する学生

石巻の小学生をサポート

人間学部 ものづくり教室に協力
盛
り
上
げ
る
グ
ッ
ズ
の
製
作

と
販
売
も
行
う
。
来
訪
者
と

地
元
住
民
・
施
設
の
交
流
を

促
す
な
ど
、
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
る
仕
掛
け
も
盛
り
込

ん
だ
。

　
４
人
は
、
庄
子
ゼ
ミ
で
の

実
践
的
な
活
動
を
通
し
て
ス

キ
ル
を
磨
い
て
き
た
。
プ
レ

ゼ
ン
審
査
で
発
表
を
担
当
し

た
佐
貝
さ
ん
は
「
今
回
が
初

め
て
の
コ
ン
テ
ス
ト
参
加
で

不
安
も
あ
っ
た
が
、
自
ら
進

ん
で
ア
イ
デ
ア
を
出
す
な
ど

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
た
。
社
会
に
出
て
か
ら

も
生
か
せ
る
貴
重
な
経
験
に

な
っ
た
」
と
語
っ
た
。

　
経
営
学
部
・
庄
子
真
岐
ゼ

ミ
の
学
生
４
人
が
、
仙
台
市

主
催
の
「
第
３
回
仙
台
市
交

流
人
口
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス

ト
」
ア
イ
デ
ア
部
門
で
特
別

賞
を
受
賞
し
た
。

　
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
市
の

交
流
人
口
増
加
に
寄
与
す
る

事
業
や
ア
イ
デ
ア
を
募
る
も

の
で
、
ア
イ
デ
ア
部
門
に
は

１
３
８
件
の
応
募
が
あ
っ

た
。
書
類
審
査
の
結
果
、
庄

子
ゼ
ミ
は
上
位
５
件
に
選
ば

れ
、
２
月
７
日
に
行
わ
れ
た

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査

に
出
場
し
た
。

　
２
年
次
生
の
佐
貝
和
希
さ

ん
（
宮
城
県
明
成
高

現
・

仙
台
大
学
附
属
明
成
高
）、

宇
都
宮
弘
導
さ
ん
（
宮
城
県

石
巻
好
文
館
高
）、
細
川
明

依
さ
ん
（
岩
手
県
盛
岡
誠
桜

高
）、３
年
次
生
の
佐
々
木
優

衣
さ
ん
（
宮
城
県
桜
坂
高
）

の
４
人
が
提
案
し
た
事
業
名

は
、「
言
葉
に
想
い
を
込
め

れ
ば
、
木
々
に
色
が
染
ま
る

｜
｜
杜
の
都
　
仙
台
｜
｜
」。

　
デ
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
が
多
い

仙
台
市
を
「
恋
を
育
む
街
」

と
し
て
打
ち
出
し
、
県
内
や

隣
接
県
か
ら
カ
ッ
プ
ル
を
呼

び
込
む
ア
イ
デ
ア
を
ま
と
め

た
。
高
校
生
や
大
学
生
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
に
、
告
白
ス
ポ
ッ

ト
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
デ

ー
ト
コ
ー
ス
を
提
案
。
恋
を

アイデア部門

　特別賞を受賞
第
３
回
仙
台
市
交
流
人
口
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト

経営・庄子ゼミ

プ
レ
ゼ
ン
審
査
で
プ
ラ
ン
を
発

表
す
る
佐
貝
さ
ん
（
左
）
た
ち

恋
を
テ
ー
マ
に
提
案
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ド


